
陳 述 書 

2019 年 9 月 27 日 

佐賀地方裁判所 御中 

      住所 福岡市東区 

      氏名 池 天平 

 

（１） 

 私は福岡市に住む池天平と申します。現在、37 歳で会社員として働いており、妻と 6 歳、2 歳の 2 人の娘と暮

らしています。 

私は 1981 年に大分県大野郡野津町、現在の臼杵市で生まれました。実家は吉四六劇団造形劇場という家

族劇団を生業としており、西日本の小中学校などを中心に全国で公演活動を行っていました。 

私が 5 歳のころにチェルノブイリ原発事故が起こりました。原発の危険性が目に見える形であらわになり、反

対の声は強まる中両親も原発反対運動に参加するようになりました。私もそのような中で育ち、1987 年、1988 年

に実施された伊方原発の出力調整実験に反対する集会に参加し、人間の鎖となったことを記憶しています。子

どもながらに、大の大人がこんなに大勢集まって反対の声をあげるほど危険なものなのだと感じました。その後

も各地で原発反対の集会などに家族で参加し公演を重ねてきました。 

 

（２） 

20 歳の時に実家を離れ福岡市に転居してきました。それから 2 年ほどして、父の体調不良などもあり劇団は

廃業。それ以来、原発反対運動に触れる機会はほとんどなくなりました。20 代の前半は社会問題にも全く興味、

関心がなくなり、大量消費社会にどっぷり浸かるような生活を送っていましたが、26 歳の時に某生協に就職しま

した。その生協は脱原発をすすめ、再生可能エネルギーの普及に取り組んでいたので、再び原発との接点が

できました。原発のみならず、様々な社会問題についても関心を持つようになりました。 

そんな時に福島第一原発事故が起こってしまいました。2011 年 3 月 11 日。一生忘れることのないこの日。当

時私は生協のトラックで福岡市内を配達していました。配達先のご婦人が「今、東北で大きな地震が起こったみ

たいよ」と教えてくれました。配達のトラックに戻った私は、携帯電話で報道番組を観てみました。するとそこには、

およそ映画でしか見たことのないような光景が広がっていました。宮城県名取市を津波が襲うまさにその瞬間で

した。高さ 10 メートル近い真っ黒い津波が次々と街を飲み込んでいく様子をしばらく呆然と観る事しかできませ

んでした。 

仕事を終え帰宅しテレビをつけると、政府が原子力緊急事態宣言を発令したと報道。福島第一原子力発電

所が地震、津波に襲われ、全電源喪失という事態に陥り、1、2 号機は非常用炉心冷却装置に注水ができず炉

心がむき出しの状態だという事でした。まさか、この日本で、チェルノブイリのような原発事故が起こるなどとは思

っていなかった私は、とんでもないことが起こったなと思うと同時に、それでもまだ夢か映画でも見ているような感

覚でいました。 

その後は 1 号機、3 号機、4 号機と原子炉建屋が相次いで爆発。 

東日本を中心に、広く放射能に汚染されてしまいました。飲み物や食べ物の放射能安全基準は何倍にも何十

倍にも引き上げられ、今まで決して口にしてはいけなかったようなものが流通してしまいました。私が当時勤めて

いた生協では放射能検査を実施し、その結果を機関誌や HP で公表していました。私もこの情報から出来るだ

け東日本産のものは口にしないように気を付けていました。この件に関してよく「風評被害」という言葉が聞かれ

ますが、風評被害というのは、なかったことをあったようにされることであり、放射能汚染に関しては実際にあった

事なので風評被害という言葉は当たらないと思います。放射能汚染がなかったのなら、食品の安全基準を引き

上げる必要もないのです。そして、原発事故に関して加害者は国であり、東京電力であり、消費者も生産者も被

害者であるという事ははっきりさせておかなければいけないと思います。 
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（３） 

さて、私が原発に反対する理由ですが、それは「誰かの犠牲の上にしか成り立たない発電方法は必要ない」

と思うからです。 

原発は事故が起これば汚染や被ばくなど大変な被害をもたらし、そこに住む人々や動物、環境などが犠牲に

なりますが、実は通常運転を行っている間、さらにそのずっと前の段階からたくさんの犠牲の上に成り立っている

のです。 

例えば、ニュークリア・レイシズムという言葉があります。これは核による人種差別という意味です。 

原発を稼働するには大量のウランが必要です。原子力発電というのはウランを核分裂させて熱エネルギーを

得て水を沸かし蒸気の力でタービンを回転させて電気を起こすからです。 

日本の原発を稼働させるためにウランをカナダ、カザフスタン、ニジェールなどから輸入しています。 

そして、そのような地域で、採掘作業をしているのは現地に生きる私と同じような普通の人々です。その土地

で生まれ、育ち、家族とともに普通の暮らしを営んでいる人々です。 

採掘の現場では当然被ばくの問題が起こりますし、採掘現場から流れ出た汚染水が川に流入し、その水を

生活用水として使っている人々は飲んだり身体を洗ったりして被ばくします。さらに、川に生きる魚が被ばくし、

被ばくした魚を食べる人々が被ばくします。土壌にしみ込んだ放射性物質はその土地でとれる作物や、家畜の

エサである牧草も汚染し、人々の身体を蝕んでいきます。原発を稼働するための、１番初期の段階ですでに人

権侵害や環境汚染を引き起こし、人々の暮らしを犠牲にしてきたウランによって、日本の原発は稼働されている

のです。 

また、広島と長崎に落とされた原爆に使われていたウランは、カナダのグレート・ベア・レイクという場所で、先

住民の人達が採掘したものが主に使われていて、のちにその事実を知った先住民たちはひどく心を痛めたそう

です。彼らは健康を害しただけではなく、心にもとてつもなく深く大きな傷を負ったことでしょう。 

これだけではありません。原発を建設する際には、地元の人々の賛成反対という二項対立による分断を生み、

コミュニティを破壊します。稼働を始めれば、定期点検で作業員の方々は被ばくします。その作業員の方々が

着て放射能に汚染された防護服や手袋は敷地内で焼却され、放射性物質は大気中にばら撒かれます。海に

大量に流入する温排水により海の中の生態系が壊されます。使用済み核燃料は未だに処分方法が確立されて

おらず、私たちの子供の世代、孫の世代に責任が丸投げされようとしています。ひとたび事故が起こった場合の

避難計画も机上の空論であり、多くの住民の暮らしが犠牲になるでしょう。 

 

（４） 

想像してください。私たちが使う電気のためにこれまでどれだけの人々を犠牲にしてきたのでしょうか。そして

これから先、どれだけそのような犠牲を続けていくのでしょうか。 

私が育った大分県臼杵市は愛媛県の伊方原発から直線距離で60㎞ほどです。現在住んでいる福岡市東区

は佐賀県の玄海原発から 50 ㎞ほどです。そして日本の国土の半分ほどの地域は原発から半径 100 ㎞圏内に

入るそうです。福島第一原発の事故は決して他人事ではないのです。 

 

私には 2 人の大切な娘がいます。玄海原発で事故が起これば、子どもたちの健康への影響を考え、私たち

は海外へ避難することになるでしょう。そして二度と故郷に帰ってこられなくなるかもしれません。原発を稼働させ

続けることによって、私たちの故郷を奪わないでください。子どもたちの未来を奪わないでください。あらゆる犠

牲を強いて稼働している玄海原発の運転を止める判決を下していただけることを切にお願いし、私の意見陳述

を終わります。本日はありがとうございました。 

 


